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                             単施設研究用 
 
研究課題名“悪性軟部腫瘍の網羅的遺伝子解析と患者由来悪性軟部腫瘍細胞株

およびオルガノイドを用いた新規バイオマーカーの開発”に関する情報公開 
 
１．研究の対象 
 悪性軟部腫瘍の診断で研究承認日～2030 年 12 月 31 日に当院で診療を受けられた

方。本文書公開開始日の時点で未成年の患者さんは対象から除かれます。 

 

２．研究目的・方法・研究期間 
 悪性軟部腫瘍は人口１０万人あたり年間４例程度の発生を認めており、希少がんと

して認識されています。しかし、悪性軟部腫瘍は脂肪肉腫、平滑筋肉腫、未分化型多

形肉腫を含む非常に多彩な病理組織像を認めます。希少がんであることからその診

断・治療方針・薬剤感受性を含む新規治療方針の開発が困難で、再発治療時の治療方

針も定まっていません。従って本研究では実臨床で取得が可能な手術検体を用いて患

者由来疾患モデルであるオルガノイドや細胞株を作製し、悪性軟部腫瘍のゲノム・エ

ピゲノム解析、遺伝子発現解析を行うことで、新規バイオマーカーの同定を行いま

す。さらに樹立した初代培養株や細胞株、オルガノイドを用いて未承認薬を含むドラ

ッグスクリーニングを行うことで、個別化医療の基盤となるモデルの確立を目的とし

ています。 

 患者さんの手術で切除された腫瘍の一部および患者さんから 10ml の血液を採取しま

す。手術で切除された腫瘍からは DNA・RNA・タンパク質を回収します。さらに血液中

の循環血液中腫瘍細胞から DNA を抽出します。摘出された腫瘍でオルガノイドおよび

細胞株を作成します。樹立されたオルガノイドあるいは細胞株を用いてどのような薬

剤に感受性を認めるかを検討します。 

研究期間は 2023 年 1月 10 日（実施承認日）～2034 年 12 月 31 日までを予定してい

ます。 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 
研究に用いるのは、過去の通常診療の際に得られた臨床情報および手術検体を用い

ます。具体的には以下に示します。 

試料： 手術で提出した組織および血液 

情報： 性別、年齢、血液検査所見、画像所見（CT・MRI・PET-CT）、病理学的初見、手

術を含む治療内容およびその期間、および転帰などの情報を診療録から抽出し、匿名化

した上で研究に用います。 
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４．お問い合わせ先 
本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内

で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの

代理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先まで

お申出ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。患者さん

が十分な意思表示ができないような際には、ご家族の代理となる方が研究参加拒否の意

思を表明する権利を有します。 

 

照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

名古屋大学大学院医学系研究科外科周術期管理学寄附講座 名古屋市昭和区鶴舞町 65 

TEL: 052-744-2222 FAX: 052-744-2320 

 

研究責任者: 

名古屋大学大学院医学系研究科外科周術期管理学寄附講座 特任助教 砂川真輝 

 


